
第１１回日本ＴＲＩＺシンポジウム特別講演 

福  原   證 

有限会社 アイテム ツーワン 

２０１５年９月３日 

技術士  （経営工学部門） 

全く新しい市場で 

話題を勝ち取る製品を企画するためのアプローチ 



品質は企業を支える 

良い品質 

1.魅力的 

・ 使い勝手がよい 

・ 便利だ 

・ 見た目によい 

          など 

2.客に迷惑をかけない 

・ 不良・トラブルが少ない 

・ サービスがよい 

3.社会責任を果たしている 

顕在要求 

潜在要求 
客の感動 を提供 

社会と共に発展する 
企業 

早く／ムダなく 



顧客満足の仕組み 
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期待以上によい 
 

期待程度ほどほど 
 

 期 待 は ず れ 
 
 問 題 の 発 生 
 

リピ－タ－ 
 

 浮    気 
 

ライバル次第で離脱 
 
黙って離脱 
 
 クレ－ム 
 

 購 入 拡 大 
 
 購 入 継 続 
 
 見込客を推選 
 
 離   脱   化 
 
仕方なくリピ－タ－に 
 

対応がよい 
 
対応が悪い 
 

ファン化 
 
多くの人に 
      話す 
  
  
 

知らずに 
顧客減少 
 



  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 

品質の二元性の概念（狩野氏による） 
 

(

気
に
入
る) 

 

→ｘ 

(

気
に
入
ら
ぬ) 

 

ｙ 
↑ 

 

(不充分) (充分)  

気に入る 

気に入らぬ 

仕方なし 

→ｘ 

ｙ 
↑ 

→ｘ 

気に入る 

気に入らぬ 

当り前 

(a) 一元的品質要素の傾向 (b) 魅力的品質要素の傾向 (C) 当り前品質要素の傾向 

ｙ 
↑   

 

品質の二元性 



ＱＦＤの展開 

技術の世界 

主要品質目標 

重点項目 

要
求
品
質 

ね
ら
い
の
品
質 

市
場
評
価 

品質特性 
お客様の 

世界 
（顕在・潜在要求） 

Voice of 
Customer 



1 2 3 5 6 9 11 12 13 14 15 17 20 21

・・

No 1 2 3 4 5 7 8 12 13 14 15 16 17 18 24 25 26 33 34 35 36 41 42 43 44 45 51 52 61 62 63 64

・ 1

・ 2 室内が良い ﾃﾞｻﾞｲﾝが良く配色が良い 4 △ ○ ◎ ｂ ○ □× △

・ 5

11

5 居住性が良い ｼｰﾄの座り心地が良い 12 ○ ○ ◎ ◎ ａ ○ □△ ×

乗り降りしやすい 13 ○ ◎ △ ○ ○

20 △ △ ◎ △ △ ○

22

ﾄﾞｱやｹﾞｰﾄのﾌｨｰﾘﾝｸﾞが良い 23 ◎ ○ ａ ○

8 積代性が良い 荷物の積み下ろししやすい 24 △ ◎ ◎ ◎ ｂ ○ □

荷室の使い勝手が良い 25 ◎ ○ □

26 △ ○ ◎ ○ ◎ ○ ｂ ○ ○ □ ↑

・ 31 ◎ △ ◎

・ 33

・ 燃費が良い 37 ○ ◎ ａ △ □×

12 経済的である 39

13 丈夫である 耐用年数が望み通りだ 40 ○ ◎ △ △ ◎ ◎ ｂ ○ □ △× ↑

    (持ちが良い) 42
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3.0

□  現在の製品

△  競合 Ａ

3.5

高目標項目

新  技  術

新  構  造

クレーム

再発防止項目
 

品質目標項目

市場の要求品質

１次          ２次                       ３次

良

い

Ａ クレーム

   １－－－－－－

   ２ーーーーーー

   ３－－－－－－

Ｂ新技術

   １－－－－－－

   ２－－－－－－

   ３－－－－－－

Ｃ新構造

   １－－－－－－

   ２－－－－－－

   ３－－－－－－

QFDの展開（要求品質開表） 



事業戦略 

現有市場 

新規市場 

改良 置き換え 
品種拡大 

現有技術 新規技術 

用途開発 多角化 

市場への提案（アピール） 

技術開発 

要求への適合 

市場ニーズ 
の発掘 

（需要の創造） 

市場 

技術 

新製品（開発）のねらい 



要求への適合 ＜市場の声をヒントにして要求を整理＞ 

顧客の不平・不満を 
解消する 

（部品メーカーの場合） 
客先の提示したSpecを 
満足した製品を作る 

顧客自身が気が付いていない 
要求（潜在要求）をくすぐる 

（部品メーカーの場合） 
Spec以外にも配慮した 
製品を作る 

従来品の改良型 

悪くない製品 

ひとあじ違う 

安価が勝ち 

拡販 

･･･つまり 



需要の創造 ＜自分たちから市場要求品質を発信＞ 

自社の得意技術を 
アピールできる市場へ 
進出 

現製品の将来像予測 
から要求を先取り 

自社製品の保有する機能 
を活用できる社会空間 
シナリオづくり 

用途拡大 
置換需要 
新市場開拓 

市場誘導 

新市場開拓 

新たな感動を 
提供 



ＱＦＤの手法 

有効な科学的手法 

Ｑ 
 

 

Ｆ 
 

 
Ｄ 

Ｐ７ 
多変量解析 

ＦＭＥＡ／ＦＴＡ 
設計技術、生産技術の先行開発 
オフライン品質工学 

ＶＥ 

多変量解析 
経済性工学 ＩＥ 
オンライン品質工学 
ＱＣ工程表 
管理図 

工
程
能
力
解
析 

ＴＰＭ 

 
 

 

Ｔ  
Ｒ  
Ｉ  

Ｚ 
 

  

開発のステップ 
商品企画 

・顧客ニーズの把握 
・企画目標の明示 
・重要課題の抽出 

構想設計 
・機能・性能の確保 
・コストの作り込み 
・基本生産技術の確立 

詳細設計 
・品質・コストのバランス確保 
・信頼性の確保 
・作り易さの作り込み 

生産準備 
・工程能力の確保 
・受入れ品質の確保 
・生産ラインの構築 
・製造準備 

量  産 
・工程管理 
・３ムの排除 
・不具合の解析・対策 

固有技術・標準化 
ＱＣ的なものの見方・考え方 
データの整理技法(Ｑ７,Ｎ７) 

量産へのスムーズな移行に有効な科学的手法 
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